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のうちの一つが、Tersoff-Brenner ポテンシャルであり、これは Brenner によって開発され、炭素材料
一般の物性をよく表現するため CNT やフラーレンの解析に多く用いられてきた。また DWCNT の振動
現象を再現するもう一つのポテンシャルとして Lennard-Jones ポテンシャルを用いた。このポテンシ
ャルは Ar のような希ガスのモデルをよく再現するポテンシャルとしてよく用いられる。DWCNT のチ






加することがわかった。周波数はどれも 55.6GHz だった。長さ 8nm、(5,5)/(10,10)の DWCNT の振動
シュミレーションでは、長さ 5nm の DWCNT のシミュレーションで得られたものよりも減衰は遅く、
周波数は 33.3GHz だった。この結果からチューブの縦横比にも減衰が依存していることが推測された。 
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